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武
平
治
が
考
え
た
の
は
、
遡
上
し
た
鮭
が

産
卵
し
や
す
い
場
所
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。

　

三
面
川
の
中
州
に
は
産
卵
に
適
し
た
湧
水

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
分
流
を
造
っ
た
と

い
い
ま
す
。
川
の
流
れ
を
３
本
に
分
け
、
１

本
は
本
流
で
従
来
ど
お
り
漁
を
し
ま
す
。
２

本
の
分
流
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
流
と
下
流
に

「
止
め
簀す

」
と
い
う
柵
を
設
け
、
下
流
側
か
ら

遡
っ
て
き
た
鮭
が
柵
内
に
入
っ
て
自
然
産
卵

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
一
大
事

業
に
村
上
藩
は
、
藩
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
分
流
は
産
卵
が
終
わ
る
ま
で
禁

漁
と
し
、
産
卵
が
終
わ
っ
た
後
、
運
上
金
を

納
め
た
請
負
人
だ
け
に
鮭
を
獲
ら
せ
ま
し
た
。

こ
の
仕
組
み
を
「
種
川
」
と
呼
び
、
村
上
藩

が
制
度
化
し
た
こ
と
で
、「
種
川
の
制
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
鮭
の
遡
上

量
は
次
第
に
上
向
き
、
藩
に
納
め
ら
れ
る
運

上
金
も
増
え
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
も
「
種
川
」
と
称
す
る
三
面
川
の
分

流
が
あ
り
ま
す
。
下
渡
大
橋
下
流
の
左
岸
側

か
ら
分
流
し
、
中
州
公
園
の
南
側
を
約
１
㎞

流
れ
て
三
面
川
に
復
流
し
ま
す
。
こ
の
法
線

は
昭
和
52
年
に
復
元
・
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

武
平
治
の
頃
よ
り
本
流
に
寄
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
武
平

治
生
誕
３
０
０
年
に
合
わ
せ
、
種
川
で
鮭
稚

魚
の
飼
育
・
放
流
を
始
め
ま
し
た
。
来
年
以

降
も
継
続
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
、
更
に
多

く
の
鮭
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

■
出
典

　

「
宇
治
家
文
書
」（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
）

●
問
い
合
わ
せ
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青
砥
武
平
治
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誕
３
０
０
年
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係
内
）
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ふ
化
す
る
鮭
の
稚
魚
を
増
や
せ
ば
、再
び
三
面
川
に
帰
っ
て
く
る
鮭
も
増
え
る
と
考
え
た

青
砥
武
平
治
。

　
彼
の
考
案
し
た「
種
川
の
制
」と
は
、一
体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

生
誕
３
０
０
年　
青
砥
武
平
治
伝
②

　７月１日㈪、市では村上市暴力団排除条例の施行とと

もに市民の安全・安心な生活を確保するため、村上警察

署と「村上市が暴力団排除措置を講ずるための連携に関

する合意書」を締結しました。

　これは、市の事務事業や公共事業から暴力団を排除す

るのに必要な措置を講じるため、互いに連携し、村上市

暴力団排除条例を実効性のあるものにするために行っ

たものです。

　今後は、暴力団に関する情報の共有や暴力団排除のた

めの支援など、村上警察署との連携・協力をより強化し

ながら、市民の皆さんが安心して暮らせる村上市を目指

していきます。

村上警察署・村上市

連携して暴力団排除を推進
●問い合わせ

　総務課総務・危機管理室

　☎53−2111（内線311）

合意書の締結式
（左から 圓山教育長、大滝市長、市川村上警察署長）

現在の種川


